
(57)【要約】

【課題】　ヒアルロン酸とペプタイドの二物質を含有す

るヒアルロン酸吸収用食品は、これまでの研究により優

れた抗腫瘍効果を発揮することが判明している。本発明

はそのようなヒアルロン酸吸収用食品に存する抗腫瘍効

果をさらに強化するべくなされたものであり、その目的

は健康維持機能に優れた健康食品を提供し、併せて優れ

た抗腫瘍作用を発揮する経口用抗腫瘍剤を提供すること

にある。

【解決手段】　ヒアルロン酸とペプタイドとアルコール

溶液による竹抽出物の少なくとも三物質を含有してなる

健康食品を提供する。この健康食品を経口摂取すること

により、ヒアルロン酸とペプタイドの二物質を含有する

健康食品に存する抗腫瘍効果を上回る抗腫瘍効果を発揮

する。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ヒ ア ル ロ ン 酸 と ペ プ タ イ ド と ア ル コ ー ル 溶 液 に よ る 竹 抽 出 物 の 少 な く と も 三 物 質 を 含 有
し て な る 健 康 食 品 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ヒ ア ル ロ ン 酸 と ペ プ タ イ ド は 、 鳥 の 鶏 冠 を 低 分 子 化 し て 抽 出 し た も の で あ る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 健 康 食 品 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 竹 抽 出 物 は 、 含 水 ア ル コ ー ル 溶 液 で 抽 出 し た も の で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
又 は ２ 記 載 の 健 康 食 品 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 竹 抽 出 物 は 、 ア ル コ ー ル 濃 度 が ５ ０ ％ ～ ７ ０ ％ で あ る 含 水 ア ル コ ー ル 溶 液 で 抽 出 し
た も の で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 記 載 の 健 康 食 品 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 竹 抽 出 物 は 、 ア ル コ ー ル 濃 度 が ６ ０ ％ で あ る 含 水 ア ル コ ー ル 溶 液 で 抽 出 し た も の で
あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ 記 載 の 健 康 食 品 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 ５ の 何 れ か 一 つ に 記 載 の 健 康 食 品 構 成 々 分 を 有 効 成 分 と す る 経 口 用 抗 腫 瘍
剤 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 人 の 健 康 を 維 持 す る た め の 健 康 食 品 及 び 抗 腫 瘍 作 用 を 発 揮 す る 経 口 用 抗 腫 瘍
剤 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 本 発 明 者 は 、 蛋 白 質 分 解 酵 素 で 酵 素 分 解 し て ペ プ タ イ ト 状 に し た 蛋 白 質 と ヒ ア ル ロ ン 酸
を 有 す る ヒ ア ル ロ ン 酸 吸 収 用 食 品 を 開 発 し 、 既 に 特 許 を 取 得 し て い る （ 特 許 文 献 １ 参 照 。
） 。
　 ま た 、 ヒ ア ル ロ ン 酸 の 体 内 吸 収 に 関 し て は 、 上 記 特 許 文 献 １ 以 外 に も 特 許 文 献 ２ ， ３ な
ど に 示 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 許 第 ２ ７ ８ ７ ２ ５ ４ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － １ ０ ２ ３ ６ ２ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ３ ５ ６ ４ ３ ２ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 上 記 の ヒ ア ル ロ ン 酸 吸 収 用 食 品 は 、 こ れ ま で の 研 究 に よ り 優 れ た 抗 腫 瘍 効 果 を 発 揮 す る
こ と が 判 明 し て い る 。 本 発 明 は 、 ヒ ア ル ロ ン 酸 吸 収 用 食 品 に 存 す る 抗 腫 瘍 効 果 を さ ら に 強
化 す る べ く な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 は 健 康 維 持 機 能 に 優 れ た 健 康 食 品 を 提 供 し 、 併
せ て 優 れ た 抗 腫 瘍 作 用 を 発 揮 す る 経 口 用 抗 腫 瘍 剤 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 し た よ う に 、 ヒ ア ル ロ ン 酸 と ペ プ タ イ ド と ア ル コ ー ル 溶 液 に よ る 竹 抽 出
物 の 少 な く と も 三 物 質 を 含 有 し て な る 健 康 食 品 を 提 供 す る 。 な お 、 前 記 ペ プ タ イ ド は 蛋 白
質 を 加 水 分 解 し て 体 内 吸 収 性 を 高 め た 物 質 と し て 把 握 さ れ る 。
　 ま た 、 請 求 項 ２ に 記 載 し た よ う に 、 前 記 ヒ ア ル ロ ン 酸 と ペ プ タ イ ド は 、 鳥 の 鶏 冠 を 低 分
子 化 し て 抽 出 し た も の で あ る 請 求 項 １ 記 載 の 健 康 食 品 を 提 供 す る 。
　 ま た 、 請 求 項 ３ に 記 載 し た よ う に 、 前 記 竹 抽 出 物 は 、 含 水 ア ル コ ー ル 溶 液 で 抽 出 し た も
の で あ る 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 健 康 食 品 を 提 供 す る 。
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　 ま た 、 請 求 項 ４ に 記 載 し た よ う に 、 前 記 竹 抽 出 物 は 、 ア ル コ ー ル 濃 度 が ５ ０ ％ ～ ７ ０ ％
で あ る 含 水 ア ル コ ー ル 溶 液 で 抽 出 し た も の で あ る 請 求 項 ３ 記 載 の 健 康 食 品 を 提 供 す る 。
　 ま た 、 請 求 項 ５ に 記 載 し た よ う に 、 前 記 竹 抽 出 物 は 、 ア ル コ ー ル 濃 度 が ６ ０ ％ で あ る 含
水 ア ル コ ー ル 溶 液 で 抽 出 し た も の で あ る 請 求 項 ４ 記 載 の 健 康 食 品 を 提 供 す る 。
　 ま た 、 請 求 項 ６ に 記 載 し た よ う に 、 請 求 項 １ 乃 至 ５ の 何 れ か 一 つ に 記 載 の 健 康 食 品 構 成
々 分 を 有 効 成 分 と す る 経 口 用 抗 腫 瘍 剤 を 提 供 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 の 健 康 食 品 又 は 経 口 用 抗 腫 瘍 剤 に よ れ ば 、 ヒ ア ル ロ ン 酸 を 体 内 の 組 織 細 胞 に 効 果
的 に 供 給 し つ つ 、 ヒ ア ル ロ ン 酸 と ペ プ タ イ ド の 二 物 質 を 含 有 す る 健 康 食 品 に 存 す る 抗 腫 瘍
効 果 を 上 回 る 抗 腫 瘍 効 果 が 得 ら れ る 。 従 っ て 日 常 的 に 経 口 摂 取 す る こ と に よ り 悪 性 腫 瘍 （
癌 ） の 進 行 を 防 ぐ か 或 い は 改 善 さ せ 得 る 効 果 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 な お 、 ヒ ア ル ロ ン 酸 と ペ プ タ イ ド の 起 源 は 特 段 の 限 定 を 要 し な い が 、 好 ま し く は 鳥 の 鶏
冠 を 低 分 子 化 し て 抽 出 す る の が よ い 。 鳥 の 鶏 冠 に は 豊 富 な ヒ ア ル ロ ン 酸 と 適 度 な 蛋 白 質 が
含 ま れ て お り 、 こ れ を 低 分 子 化 す る こ と で ヒ ア ル ロ ン 酸 と ペ プ タ イ ド の 理 想 的 な 組 合 せ が
簡 単 に 得 ら れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 以 下 に 本 発 明 の 健 康 食 品 又 は 経 口 用 抗 腫 瘍 剤 の 具 体 的 な 製 造 方 法 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
［ ヒ ア ル ロ ン 酸 と ペ プ タ イ ド ］
　 先 ず 、 ヒ ア ル ロ ン 酸 と ペ プ タ イ ド の 混 合 物 の 製 造 方 法 に つ い て 、 鳥 の 鶏 冠 を 原 料 と す る
場 合 に つ い て 次 の Ａ ～ Ｄ の 工 程 に 基 づ き 説 明 す る 。
　 Ａ ． 鳥 の 鶏 冠 は 通 常 冷 凍 さ れ て い る た め 先 ず こ れ を 解 凍 す る 。 そ し て 、 解 凍 し た 鶏 冠 を
、 ０ ． １ ％ の 塩 素 を 溶 か し た 精 製 水 で よ く 洗 浄 す る 。 次 に 、 洗 浄 し た 鶏 冠 を ミ ン チ 機 に よ
っ て ミ ン チ に す る 。
　 Ｂ ． ミ ン チ を 反 応 釜 に 入 れ 、 こ こ に 濃 度 １ ～ ２ ％ 程 度 の 苛 性 ソ ー ダ を 加 え て １ ５ 時 間 程
度 放 置 す る 。 こ れ に よ っ て ミ ン チ が 十 分 ふ や け る 。
　 Ｃ ． ふ や け た ミ ン チ に 塩 酸 を 加 え て Ｐ Ｈ ７ ～ ８ に 戻 し 、 蛋 白 質 分 解 酵 素 た る プ ロ テ ア ー
ゼ を ０ ． ５ ％ 加 え 、 約 ２ ． ５ 時 間 程 度 酵 素 分 解 （ 加 水 分 解 ） し た 後 、 ５ ０ メ ッ シ ュ の ス ク
リ ー ン で 一 次 濾 過 を し 、 さ ら に 、 目 詰 ま り 防 止 の た め に 濾 過 助 剤 と し て セ ラ イ ト を １ ％ 加
え て １ ０ ミ ク ロ ン の 濾 紙 で 二 次 濾 過 を す る 。
　 Ｄ ． 前 記 濾 過 し た 濾 液 に 活 性 炭 を ０ ． ５ ％ 加 え て よ く 撹 拌 す る 。 こ の 活 性 炭 に よ っ て 脱
臭 ・ 脱 色 さ れ た 濾 液 を さ ら に １ ミ ク ロ ン の 濾 紙 で 濾 過 し て 活 性 炭 を 取 り 除 き 、 フ リ ー ズ ド
ラ イ で 乾 燥 さ せ て 粉 末 状 に 粉 砕 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 工 程 を 経 て 出 来 た 粉 末 は 鳥 の 鶏 冠 を 低 分 子 化 し て 抽 出 し た も の で あ り 、 鶏 冠 中 に 含
ま れ る 蛋 白 質 が 低 分 子 化 し た ペ プ タ イ ド と 、 数 万 以 下 の 分 子 量 に 低 分 子 化 し た ヒ ア ル ロ ン
酸 と を 含 ん で い る 。
　 な お 、 ヒ ア ル ロ ン 酸 と ペ プ タ イ ド の 起 源 と な る 原 料 は 、 鳥 の 鶏 冠 以 外 に 動 物 の 眼 球 や 大
動 脈 等 の 内 臓 な ど で も よ い 。 ま た 、 ヒ ア ル ロ ン 酸 と ペ プ タ イ ド は 互 い に 異 な る 原 料 か ら 製
造 し た も の で あ っ て も よ い 。 ま た 、 加 水 分 解 の 手 段 も 特 に 限 定 す る 必 要 は な く 、 蛋 白 質 分
解 酵 素 に よ る 酵 素 分 解 以 外 に も ア ル カ リ 加 水 分 解 な ど で も よ い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
［ 竹 抽 出 物 ］
　 次 に ア ル コ ー ル 溶 液 に よ る 竹 抽 出 物 の 製 造 方 法 に つ い て 説 明 す る 。 原 料 に な る 竹 は 、 淡
竹 、 真 竹 、 孟 宗 竹 、 バ ン ブ ー タ リ （ 原 産 地 ： イ ン ド ネ シ ア ） 等 、 そ の 種 類 は 特 に 限 定 さ れ
ず 、 ま た 、 種 々 の 竹 を 寄 せ 集 め た 雑 竹 で も よ い 。 ま た 、 成 長 し た 竹 は も ち ろ ん 若 芽 で あ る
筍 で も よ く 、 さ ら に ま た 、 使 用 す る 部 位 も 、 稈 、 根 茎 、 葉 の い ず れ で も よ い 。 竹 は 、 筍 を
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除 い て 伐 採 後 １ 年 未 満 で な る べ く 新 鮮 な も の が よ く 、 筍 の 場 合 は 収 穫 後 速 や か に 処 理 す る
の が よ い 。 但 し 、 何 れ の 場 合 も 新 鮮 な う ち に 冷 凍 保 存 す れ ば 、 長 期 間 経 過 後 も 使 用 可 能 で
あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 次 に 竹 を 水 洗 し て 不 純 物 を 取 り 除 い た 後 、 粉 砕 機 で 粉 砕 し て 最 終 的 に １ ０ ｍ ｍ 径 程 度 の
ス ク リ ー ン を 通 過 す る 大 き さ に す る 。 ス ク リ ー ン の な い 粉 砕 機 の 場 合 は 、 長 さ が ３ ｍ ｍ ～
５ ｍ ｍ の 大 き さ に な る よ う に す れ ば よ い 。 次 に １ Ｋ ｇ の 粉 砕 竹 を １ ０ Ｋ ｇ の ア ル コ ー ル 溶
液 又 は 含 水 ア ル コ ー ル 溶 液 （ 好 ま し く は ア ル コ ー ル 濃 度 ５ ０ ％ ～ ７ ０ ％ 、 最 も 好 ま し く は
６ ０ ％ ） に 浸 け て 十 分 に 色 が 出 る ま で 待 つ 。 そ の た め の 期 間 は 常 温 で 約 六 ヶ 月 で あ る 。 ま
た 、 ６ ０ ℃ 程 度 に 加 熱 し た 場 合 は 約 ２ 時 間 で よ い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 次 に 遠 心 分 離 機 で 固 液 を 分 離 し て 竹 の ア ル コ ー ル 抽 出 物 で あ る 液 体 を 回 収 し 、 そ の 液 体
を ６ ０ ℃ に 加 熱 し な が ら ２ ０ ％ の 重 量 に な る ま で 濃 縮 す る 。 こ の 濃 縮 し た 竹 の 抽 出 物 に 固
形 分 等 量 の 澱 粉 を 加 え 、 フ リ ー ズ ド ラ イ で 乾 燥 さ せ て 粉 末 に す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 以 上 の よ う に し て 製 造 し た 竹 抽 出 物 の 粉 末 に 前 記 ヒ ア ル ロ ン 酸 と ペ プ タ イ ド を 有 す る 粉
末 を 混 合 す れ ば 、 本 発 明 の 健 康 食 品 又 は 経 口 用 抗 腫 瘍 剤 が で き る 。 な お 、 健 康 食 品 又 は 経
口 用 抗 腫 瘍 剤 の 形 態 は 、 固 形 、 粉 末 、 顆 粒 、 液 体 等 ど の よ う な も の で も よ く 、 ま た 、 前 記
粉 末 に ビ タ ミ ン 等 他 の 成 分 を 加 え る よ う に し て も よ い 。 二 つ の 粉 末 の 混 合 割 合 は 特 に 限 定
さ れ な い が 、 好 ま し く は １ ： １ か 又 は 竹 抽 出 物 を そ れ よ り 少 な く す る の が よ い 。 ま た 、 摂
取 量 に つ い て も 限 定 す る 必 要 は な い が 、 大 人 が 摂 取 す る 場 合 の 大 ま か な 目 安 と し て は 、 １
日 当 た り ２ ０ ０ ｍ ｇ 以 上 が 適 当 で あ る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ ４ 】
［ 抗 腫 瘍 実 験 １ ］
　 本 発 明 の 健 康 食 品 （ 又 は 経 口 用 抗 腫 瘍 剤 ） の 抗 腫 瘍 効 果 を 確 認 す る た め 、 以 下 の よ う な
実 験 を 行 っ た 。 な お 、 ヒ ア ル ロ ン 酸 と ペ プ タ イ ド の 抽 出 方 法 は 上 記 の と お り で あ り （ こ う
し て 製 造 し た 粉 末 を 本 実 験 に お い て 鶏 冠 抽 出 物 と い う 。 ） 、 ま た 、 ア ル コ ー ル 溶 液 に よ る
竹 抽 出 物 は 次 の よ う に し て 製 造 し た 。
　 す な わ ち 、 筍 の 身 （ 皮 を 剥 い だ 中 味 の 部 分 で 、 通 常 食 用 に す る 部 分 ） を エ タ ノ ー ル 濃 度
が ６ ０ ％ で あ る 含 水 エ タ ノ ー ル 溶 液 に 浸 け て ６ ０ ℃ × ２ 時 間 加 熱 し 、 そ う し て 抽 出 し た 液
体 を 濾 過 し 、 減 圧 濃 縮 （ ５ ０ ℃ ） し 、 乾 燥 （ ６ ０ ℃ ） さ せ て 粉 末 に し た 。
　 以 上 の 竹 抽 出 物 の 粉 末 と 前 記 鶏 冠 抽 出 物 の 粉 末 を １ ： １ の 割 合 で 混 合 し て 本 発 明 品 を 得
た 。 そ し て 、 実 験 食 と し て 一 般 的 な 通 常 飼 料 と 、 そ の 通 常 飼 料 に １ ％ の 本 発 明 品 を 混 ぜ た
も の と 、 前 記 通 常 飼 料 に １ ％ の 鶏 冠 抽 出 物 を 混 ぜ た も の と 、 前 記 通 常 飼 料 に １ ％ の 竹 抽 出
物 を 混 ぜ た も の を 夫 々 用 意 し た 。
　 次 に 腹 水 癌 細 胞 （ sarcoma-180） １ × １ ０ ６ 個 を ５ 週 齢 の ICRマ ウ ス （ 雄 性 ） に 対 し て 右
鼠 頚 部 皮 下 に 移 植 し 、 こ の 細 胞 移 植 当 日 よ り 前 記 し た 四 種 の 実 験 食 を 四 群 に 分 け た マ ウ ス
に 各 群 １ 種 の み 自 由 摂 取 さ せ 、 隔 週 で 腫 瘍 の 大 き さ を 計 測 し 、 腫 瘍 面 積 を 算 出 し た 。
　 そ の 実 験 結 果 を 図 １ に 示 す 。 こ の 実 験 結 果 か ら 明 ら か な よ う に 本 発 明 の 健 康 食 品 （ 又 は
経 口 用 抗 腫 瘍 剤 ） は 、 何 も 混 ぜ な い 通 常 飼 料 は も ち ろ ん 、 鶏 冠 抽 出 物 と 竹 抽 出 物 を 夫 々 単
独 で 混 合 し た 飼 料 よ り 優 れ た 抗 腫 瘍 作 用 を 発 揮 す る こ と が 確 認 で き た 。
　 な お 、 図 １ か ら 明 ら か な よ う に ア ル コ ー ル 溶 液 に よ る 竹 抽 出 物 単 独 で も 抗 腫 瘍 作 用 を 発
揮 す る の で あ る が 、 ア ル コ ー ル 濃 度 を 変 え て 抽 出 し た 竹 抽 出 物 単 独 、 竹 の 種 類 を 変 え て 抽
出 し た 竹 抽 出 物 単 独 、 同 種 の 竹 で も 稈 の 外 周 部 と 内 周 部 で 抽 出 し た 竹 抽 出 物 単 独 、 熱 水 で
抽 出 し た 竹 抽 出 物 単 独 で 上 記 と 同 様 の 実 験 を 行 っ た 結 果 、 １ ０ ０ ％ 濃 度 の ア ル コ ー ル 溶 液
を 使 用 す る よ り 水 を 含 ん だ ア ル コ ー ル 溶 液 を 使 用 し た 方 が 強 い 抗 腫 瘍 効 果 を 発 揮 し 、 特 に
ア ル コ ー ル 濃 度 が ６ ０ ％ で あ る 含 水 ア ル コ ー ル 溶 液 を 使 用 し た 場 合 に 最 も 強 い 抗 腫 瘍 効 果
を 発 揮 す る こ と が 確 認 さ れ た 。 こ の 実 験 結 果 か ら 鶏 冠 抽 出 物 に 混 合 す る 竹 抽 出 物 と し て は
、 含 水 ア ル コ ー ル 溶 液 で 抽 出 し た も の 、 ア ル コ ー ル 濃 度 が ５ ０ ％ ～ ７ ０ ％ で あ る 含 水 ア ル
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コ ー ル 溶 液 で 抽 出 し た も の 、 ア ル コ ー ル 濃 度 が ６ ０ ％ で あ る 含 水 ア ル コ ー ル 溶 液 で 抽 出 し
た も の が よ り 好 ま し い 。 ま た 、 同 様 に 竹 の 中 で も 、 孟 宗 竹 、 筍 の 身 、 同 種 類 の 竹 の 場 合 は
完 成 し た 稈 の 外 周 部 が 特 に 好 ま し い 。 ち な み に 熱 水 で 抽 出 し た 竹 抽 出 物 単 独 で は 有 効 な 抗
腫 瘍 作 用 が 確 認 で き な か っ た 。
【 ０ ０ １ ５ 】
［ 抗 腫 瘍 実 験 ２ ］
　 実 験 食 と し て 一 般 的 な 日 本 ク レ ア （ 株 ） 製 の 通 常 飼 料 と 、 そ の 通 常 飼 料 に 前 記 実 験 １ と
同 じ 本 発 明 品 を １ ％ 混 ぜ た も の と 、 前 記 通 常 飼 料 に １ ％ の 鶏 冠 抽 出 物 を 混 ぜ た も の を 用 意
し た 。
　 次 に 腹 水 癌 細 胞 （ sarcoma-180） １ × １ ０ ６ 個 を ５ 週 齢 の ICRマ ウ ス （ 雄 性 ） に 対 し て 右
下 腹 部 皮 下 に 移 植 し 、 こ の 細 胞 移 植 当 日 よ り 前 記 し た 三 種 の 実 験 食 を 三 群 （ 一 群 当 た り ２
０ 匹 ） に 分 け た マ ウ ス に 各 群 １ 種 の み 自 由 摂 取 さ せ 、 移 植 後 ２ ８ 日 目 に 腫 瘍 を 摘 出 し そ の
重 量 を 計 測 し た 。
　 そ の 結 果 を 図 ２ に 示 す 。 こ の 結 果 か ら 明 ら か な よ う に 本 発 明 の 健 康 食 品 （ 又 は 経 口 用 抗
腫 瘍 剤 ） は 、 何 も 混 ぜ な い 通 常 飼 料 は も ち ろ ん 、 鶏 冠 抽 出 物 の み を 混 合 し た 飼 料 よ り 優 れ
た 抗 腫 瘍 作 用 を 発 揮 す る こ と が 確 認 で き た 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 以 上 本 発 明 を 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 し た が 、 も ち ろ ん 本 発 明 は 上 記 実 施 形 態 に 限 定 さ
れ る も の で は な い 。 例 え ば 実 施 形 態 で は 竹 抽 出 物 を 得 る た め の ア ル コ ー ル 溶 液 と し て エ タ
ノ ー ル を 使 用 し た が 、 メ タ ノ ー ル 等 、 そ の 他 の ア ル コ ー ル 溶 液 で あ っ て も よ い 。 ま た 、 実
施 形 態 で は ア ル コ ー ル 濃 度 が ６ ０ ％ で あ る 含 水 ア ル コ ー ル 溶 液 を 使 用 し た が 、 量 産 化 す る
場 合 は ア ル コ ー ル 濃 度 ５ ０ ％ ～ ７ ０ ％ の 含 水 ア ル コ ー ル 溶 液 を 使 用 し て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ７ 】
【 図 １ 】 実 験 結 果 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 図 ２ 】 実 験 結 果 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 16年 7月 26日 (2004.7.26)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ヒ ア ル ロ ン 酸 と ペ プ タ イ ド と ア ル コ ー
ル 溶 液 に よ る 竹 抽 出 物 の 少 な く と も 三 物 質 を 含 有 し て な る 健 康 食 品 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ヒ ア ル ロ ン 酸 と ペ プ タ イ ド は 、 鳥 の 鶏 冠 を 低 分 子 化 し て 抽 出 し た も の で あ る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 健 康 食 品 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 竹 抽 出 物 は 、 ア ル コ ー ル 濃 度 が ６ ０ ％ で あ る 含 水 ア ル コ ー ル 溶 液 で 抽 出 し た も の で
あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 健 康 食 品 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 ３ の 何 れ か 一 つ に 記 載 の 健 康 食 品 構 成 々 分 を 有 効 成 分 と す る 経 口 用 抗 腫 瘍
剤 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
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【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 人 の 健 康 を 維 持 す る た め の 健 康 食 品 及 び 抗 腫 瘍 作 用 を 発 揮 す る 経 口 用 抗 腫 瘍
剤 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 本 発 明 者 は 、 蛋 白 質 分 解 酵 素 で 酵 素 分 解 し て ペ プ タ イ ト 状 に し た 蛋 白 質 と ヒ ア ル ロ ン 酸
を 有 す る ヒ ア ル ロ ン 酸 吸 収 用 食 品 を 開 発 し 、 既 に 特 許 を 取 得 し て い る （ 特 許 文 献 １ 参 照 。
） 。
　 ま た 、 ヒ ア ル ロ ン 酸 の 体 内 吸 収 に 関 し て は 、 上 記 特 許 文 献 １ 以 外 に も 特 許 文 献 ２ ， ３ な
ど に 示 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 許 第 ２ ７ ８ ７ ２ ５ ４ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － １ ０ ２ ３ ６ ２ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ３ ５ ６ ４ ３ ２ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 上 記 の ヒ ア ル ロ ン 酸 吸 収 用 食 品 は 、 こ れ ま で の 研 究 に よ り 優 れ た 抗 腫 瘍 効 果 を 発 揮 す る
こ と が 判 明 し て い る 。 本 発 明 は 、 ヒ ア ル ロ ン 酸 吸 収 用 食 品 に 存 す る 抗 腫 瘍 効 果 を さ ら に 強
化 す る べ く な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 は 健 康 維 持 機 能 に 優 れ た 健 康 食 品 を 提 供 し 、 併
せ て 優 れ た 抗 腫 瘍 作 用 を 発 揮 す る 経 口 用 抗 腫 瘍 剤 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 し た よ う に 、 ヒ ア ル ロ ン 酸 と ペ プ タ イ ド と

ア ル コ ー ル 溶 液 に よ る 竹 抽 出 物 の 少 な く と も 三 物 質 を 含 有 し て な る 健
康 食 品 を 提 供 す る 。 な お 、 前 記 ペ プ タ イ ド は 蛋 白 質 を 加 水 分 解 し て 体 内 吸 収 性 を 高 め た 物
質 と し て 把 握 さ れ る 。
　 ま た 、 請 求 項 ２ に 記 載 し た よ う に 、 前 記 ヒ ア ル ロ ン 酸 と ペ プ タ イ ド は 、 鳥 の 鶏 冠 を 低 分
子 化 し て 抽 出 し た も の で あ る 請 求 項 １ 記 載 の 健 康 食 品 を 提 供 す る 。
　 ま た 、 請 求 項 ３ に 記 載 し た よ う に 、 前 記 竹 抽 出 物 は 、 含
水 ア ル コ ー ル 溶 液 で 抽 出 し た も の で あ る 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 健 康 食 品 を 提 供 す る 。
　 ま た 、 請 求 項 に 記 載 し た よ う に 、 請 求 項 １ 乃 至 の 何 れ か 一 つ に 記 載 の 健 康 食 品 構 成
々 分 を 有 効 成 分 と す る 経 口 用 抗 腫 瘍 剤 を 提 供 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 の 健 康 食 品 又 は 経 口 用 抗 腫 瘍 剤 に よ れ ば 、 ヒ ア ル ロ ン 酸 を 体 内 の 組 織 細 胞 に 効 果
的 に 供 給 し つ つ 、 ヒ ア ル ロ ン 酸 と ペ プ タ イ ド の 二 物 質 を 含 有 す る 健 康 食 品 に 存 す る 抗 腫 瘍
効 果 を 上 回 る 抗 腫 瘍 効 果 が 得 ら れ る 。 従 っ て 日 常 的 に 経 口 摂 取 す る こ と に よ り 悪 性 腫 瘍 （
癌 ） の 進 行 を 防 ぐ か 或 い は 改 善 さ せ 得 る 効 果 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 な お 、 ヒ ア ル ロ ン 酸 と ペ プ タ イ ド の 起 源 は 特 段 の 限 定 を 要 し な い が 、 好 ま し く は 鳥 の 鶏
冠 を 低 分 子 化 し て 抽 出 す る の が よ い 。 鳥 の 鶏 冠 に は 豊 富 な ヒ ア ル ロ ン 酸 と 適 度 な 蛋 白 質 が
含 ま れ て お り 、 こ れ を 低 分 子 化 す る こ と で ヒ ア ル ロ ン 酸 と ペ プ タ イ ド の 理 想 的 な 組 合 せ が
簡 単 に 得 ら れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 以 下 に 本 発 明 の 健 康 食 品 又 は 経 口 用 抗 腫 瘍 剤 の 具 体 的 な 製 造 方 法 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
［ ヒ ア ル ロ ン 酸 と ペ プ タ イ ド ］
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　 先 ず 、 ヒ ア ル ロ ン 酸 と ペ プ タ イ ド の 混 合 物 の 製 造 方 法 に つ い て 、 鳥 の 鶏 冠 を 原 料 と す る
場 合 に つ い て 次 の Ａ ～ Ｄ の 工 程 に 基 づ き 説 明 す る 。
　 Ａ ． 鳥 の 鶏 冠 は 通 常 冷 凍 さ れ て い る た め 先 ず こ れ を 解 凍 す る 。 そ し て 、 解 凍 し た 鶏 冠 を
、 ０ ． １ ％ の 塩 素 を 溶 か し た 精 製 水 で よ く 洗 浄 す る 。 次 に 、 洗 浄 し た 鶏 冠 を ミ ン チ 機 に よ
っ て ミ ン チ に す る 。
　 Ｂ ． ミ ン チ を 反 応 釜 に 入 れ 、 こ こ に 濃 度 １ ～ ２ ％ 程 度 の 苛 性 ソ ー ダ を 加 え て １ ５ 時 間 程
度 放 置 す る 。 こ れ に よ っ て ミ ン チ が 十 分 ふ や け る 。
　 Ｃ ． ふ や け た ミ ン チ に 塩 酸 を 加 え て Ｐ Ｈ ７ ～ ８ に 戻 し 、 蛋 白 質 分 解 酵 素 た る プ ロ テ ア ー
ゼ を ０ ． ５ ％ 加 え 、 約 ２ ． ５ 時 間 程 度 酵 素 分 解 （ 加 水 分 解 ） し た 後 、 ５ ０ メ ッ シ ュ の ス ク
リ ー ン で 一 次 濾 過 を し 、 さ ら に 、 目 詰 ま り 防 止 の た め に 濾 過 助 剤 と し て セ ラ イ ト を １ ％ 加
え て １ ０ ミ ク ロ ン の 濾 紙 で 二 次 濾 過 を す る 。
　 Ｄ ． 前 記 濾 過 し た 濾 液 に 活 性 炭 を ０ ． ５ ％ 加 え て よ く 撹 拌 す る 。 こ の 活 性 炭 に よ っ て 脱
臭 ・ 脱 色 さ れ た 濾 液 を さ ら に １ ミ ク ロ ン の 濾 紙 で 濾 過 し て 活 性 炭 を 取 り 除 き 、 フ リ ー ズ ド
ラ イ で 乾 燥 さ せ て 粉 末 状 に 粉 砕 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 工 程 を 経 て 出 来 た 粉 末 は 鳥 の 鶏 冠 を 低 分 子 化 し て 抽 出 し た も の で あ り 、 鶏 冠 中 に 含
ま れ る 蛋 白 質 が 低 分 子 化 し た ペ プ タ イ ド と 、 数 万 以 下 の 分 子 量 に 低 分 子 化 し た ヒ ア ル ロ ン
酸 と を 含 ん で い る 。
　 な お 、 ヒ ア ル ロ ン 酸 と ペ プ タ イ ド の 起 源 と な る 原 料 は 、 鳥 の 鶏 冠 以 外 に 動 物 の 眼 球 や 大
動 脈 等 の 内 臓 な ど で も よ い 。 ま た 、 ヒ ア ル ロ ン 酸 と ペ プ タ イ ド は 互 い に 異 な る 原 料 か ら 製
造 し た も の で あ っ て も よ い 。 ま た 、 加 水 分 解 の 手 段 も 特 に 限 定 す る 必 要 は な く 、 蛋 白 質 分
解 酵 素 に よ る 酵 素 分 解 以 外 に も ア ル カ リ 加 水 分 解 な ど で も よ い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
［ 竹 抽 出 物 ］
　 次 に ア ル コ ー ル 溶 液 に よ る 竹 抽 出 物 の 製 造 方 法 に つ い て 説 明 す る 。 原 料 に な る 竹 は 、 淡
竹 、 真 竹 、 孟 宗 竹 、 バ ン ブ ー タ リ （ 原 産 地 ： イ ン ド ネ シ ア ） 等 、 そ の 種 類 は 特 に 限 定 さ れ
ず 、 ま た 、 種 々 の 竹 を 寄 せ 集 め た 雑 竹 で も よ い 。 ま た 、 成 長 し た 竹 は も ち ろ ん 若 芽 で あ る
筍 で も よ く 、 さ ら に ま た 、 使 用 す る 部 位 も 、 稈 、 根 茎 、 葉 の い ず れ で も よ い 。 竹 は 、 筍 を
除 い て 伐 採 後 １ 年 未 満 で な る べ く 新 鮮 な も の が よ く 、 筍 の 場 合 は 収 穫 後 速 や か に 処 理 す る
の が よ い 。 但 し 、 何 れ の 場 合 も 新 鮮 な う ち に 冷 凍 保 存 す れ ば 、 長 期 間 経 過 後 も 使 用 可 能 で
あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 次 に 竹 を 水 洗 し て 不 純 物 を 取 り 除 い た 後 、 粉 砕 機 で 粉 砕 し て 最 終 的 に １ ０ ｍ ｍ 径 程 度 の
ス ク リ ー ン を 通 過 す る 大 き さ に す る 。 ス ク リ ー ン の な い 粉 砕 機 の 場 合 は 、 長 さ が ３ ｍ ｍ ～
５ ｍ ｍ の 大 き さ に な る よ う に す れ ば よ い 。 次 に １ Ｋ ｇ の 粉 砕 竹 を １ ０ Ｋ ｇ 水 ア ル コ ー
ル 溶 液 （ 好 ま し く は ア ル コ ー ル 濃 度 ５ ０ ％ ～ ７ ０ ％ 、 最 も 好 ま し く は ６ ０ ％ ） に 浸 け て 十
分 に 色 が 出 る ま で 待 つ 。 そ の た め の 期 間 は 常 温 で 約 六 ヶ 月 で あ る 。 ま た 、 ６ ０ ℃ 程 度 に 加
熱 し た 場 合 は 約 ２ 時 間 で よ い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 次 に 遠 心 分 離 機 で 固 液 を 分 離 し て 竹 の ア ル コ ー ル 抽 出 物 で あ る 液 体 を 回 収 し 、 そ の 液 体
を ６ ０ ℃ に 加 熱 し な が ら ２ ０ ％ の 重 量 に な る ま で 濃 縮 す る 。 こ の 濃 縮 し た 竹 の 抽 出 物 に 固
形 分 等 量 の 澱 粉 を 加 え 、 フ リ ー ズ ド ラ イ で 乾 燥 さ せ て 粉 末 に す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 以 上 の よ う に し て 製 造 し た 竹 抽 出 物 の 粉 末 に 前 記 ヒ ア ル ロ ン 酸 と ペ プ タ イ ド を 有 す る 粉
末 を 混 合 す れ ば 、 本 発 明 の 健 康 食 品 又 は 経 口 用 抗 腫 瘍 剤 が で き る 。 な お 、 健 康 食 品 又 は 経
口 用 抗 腫 瘍 剤 の 形 態 は 、 固 形 、 粉 末 、 顆 粒 、 液 体 等 ど の よ う な も の で も よ く 、 ま た 、 前 記
粉 末 に ビ タ ミ ン 等 他 の 成 分 を 加 え る よ う に し て も よ い 。 二 つ の 粉 末 の 混 合 割 合 は 特 に 限 定
さ れ な い が 、 好 ま し く は １ ： １ か 又 は 竹 抽 出 物 を そ れ よ り 少 な く す る の が よ い 。 ま た 、 摂
取 量 に つ い て も 限 定 す る 必 要 は な い が 、 大 人 が 摂 取 す る 場 合 の 大 ま か な 目 安 と し て は 、 １
日 当 た り ２ ０ ０ ｍ ｇ 以 上 が 適 当 で あ る 。
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【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ ４ 】
［ 抗 腫 瘍 実 験 １ ］
　 本 発 明 の 健 康 食 品 （ 又 は 経 口 用 抗 腫 瘍 剤 ） の 抗 腫 瘍 効 果 を 確 認 す る た め 、 以 下 の よ う な
実 験 を 行 っ た 。 な お 、 ヒ ア ル ロ ン 酸 と ペ プ タ イ ド の 抽 出 方 法 は 上 記 の と お り で あ り （ こ う
し て 製 造 し た 粉 末 を 本 実 験 に お い て 鶏 冠 抽 出 物 と い う 。 ） 、 ま た 、 ア ル コ ー ル 溶 液 に よ る
竹 抽 出 物 は 次 の よ う に し て 製 造 し た 。
　 す な わ ち 、 筍 の 身 （ 皮 を 剥 い だ 中 味 の 部 分 で 、 通 常 食 用 に す る 部 分 ） を エ タ ノ ー ル 濃 度
が ６ ０ ％ で あ る 含 水 エ タ ノ ー ル 溶 液 に 浸 け て ６ ０ ℃ × ２ 時 間 加 熱 し 、 そ う し て 抽 出 し た 液
体 を 濾 過 し 、 減 圧 濃 縮 （ ５ ０ ℃ ） し 、 乾 燥 （ ６ ０ ℃ ） さ せ て 粉 末 に し た 。
　 以 上 の 竹 抽 出 物 の 粉 末 と 前 記 鶏 冠 抽 出 物 の 粉 末 を １ ： １ の 割 合 で 混 合 し て 本 発 明 品 を 得
た 。 そ し て 、 実 験 食 と し て 一 般 的 な 通 常 飼 料 と 、 そ の 通 常 飼 料 に １ ％ の 本 発 明 品 を 混 ぜ た
も の と 、 前 記 通 常 飼 料 に １ ％ の 鶏 冠 抽 出 物 を 混 ぜ た も の と 、 前 記 通 常 飼 料 に １ ％ の 竹 抽 出
物 を 混 ぜ た も の を 夫 々 用 意 し た 。
　 次 に 腹 水 癌 細 胞 （ sarcoma-180） １ × １ ０ ６ 個 を ５ 週 齢 の ICRマ ウ ス （ 雄 性 ） に 対 し て 右
鼠 頚 部 皮 下 に 移 植 し 、 こ の 細 胞 移 植 当 日 よ り 前 記 し た 四 種 の 実 験 食 を 四 群 に 分 け た マ ウ ス
に 各 群 １ 種 の み 自 由 摂 取 さ せ 、 隔 週 で 腫 瘍 の 大 き さ を 計 測 し 、 腫 瘍 面 積 を 算 出 し た 。
　 そ の 実 験 結 果 を 図 １ に 示 す 。 こ の 実 験 結 果 か ら 明 ら か な よ う に 本 発 明 の 健 康 食 品 （ 又 は
経 口 用 抗 腫 瘍 剤 ） は 、 何 も 混 ぜ な い 通 常 飼 料 は も ち ろ ん 、 鶏 冠 抽 出 物 と 竹 抽 出 物 を 夫 々 単
独 で 混 合 し た 飼 料 よ り 優 れ た 抗 腫 瘍 作 用 を 発 揮 す る こ と が 確 認 で き た 。
　 な お 、 図 １ か ら 明 ら か な よ う に ア ル コ ー ル 溶 液 に よ る 竹 抽 出 物 単 独 で も 抗 腫 瘍 作 用 を 発
揮 す る の で あ る が 、 ア ル コ ー ル 濃 度 を 変 え て 抽 出 し た 竹 抽 出 物 単 独 、 竹 の 種 類 を 変 え て 抽
出 し た 竹 抽 出 物 単 独 、 同 種 の 竹 で も 稈 の 外 周 部 と 内 周 部 で 抽 出 し た 竹 抽 出 物 単 独 、 熱 水 で
抽 出 し た 竹 抽 出 物 単 独 で 上 記 と 同 様 の 実 験 を 行 っ た 結 果 、 １ ０ ０ ％ 濃 度 の ア ル コ ー ル 溶 液
を 使 用 す る よ り 水 を 含 ん だ ア ル コ ー ル 溶 液 を 使 用 し た 方 が 強 い 抗 腫 瘍 効 果 を 発 揮 し 、 特 に
ア ル コ ー ル 濃 度 が ６ ０ ％ で あ る 含 水 ア ル コ ー ル 溶 液 を 使 用 し た 場 合 に 最 も 強 い 抗 腫 瘍 効 果
を 発 揮 す る こ と が 確 認 さ れ た 。 こ の 実 験 結 果 か ら 鶏 冠 抽 出 物 に 混 合 す る 竹 抽 出 物 と し て は
、 含 水 ア ル コ ー ル 溶 液 で 抽 出 し た も の 、 ア ル コ ー ル 濃 度 が ５ ０ ％ ～ ７ ０ ％ で あ る 含 水 ア ル
コ ー ル 溶 液 で 抽 出 し た も の 、 ア ル コ ー ル 濃 度 が ６ ０ ％ で あ る 含 水 ア ル コ ー ル 溶 液 で 抽 出 し
た も の が よ り 好 ま し い 。 ま た 、 同 様 に 竹 の 中 で も 、 孟 宗 竹 、 筍 の 身 、 同 種 類 の 竹 の 場 合 は
完 成 し た 稈 の 外 周 部 が 特 に 好 ま し い 。 ち な み に 熱 水 で 抽 出 し た 竹 抽 出 物 単 独 で は 有 効 な 抗
腫 瘍 作 用 が 確 認 で き な か っ た 。
【 ０ ０ １ ５ 】
［ 抗 腫 瘍 実 験 ２ ］
　 実 験 食 と し て 一 般 的 な 日 本 ク レ ア （ 株 ） 製 の 通 常 飼 料 と 、 そ の 通 常 飼 料 に 前 記 実 験 １ と
同 じ 本 発 明 品 を １ ％ 混 ぜ た も の と 、 前 記 通 常 飼 料 に １ ％ の 鶏 冠 抽 出 物 を 混 ぜ た も の を 用 意
し た 。
　 次 に 腹 水 癌 細 胞 （ sarcoma-180） １ × １ ０ ６ 個 を ５ 週 齢 の ICRマ ウ ス （ 雄 性 ） に 対 し て 右
下 腹 部 皮 下 に 移 植 し 、 こ の 細 胞 移 植 当 日 よ り 前 記 し た 三 種 の 実 験 食 を 三 群 （ 一 群 当 た り ２
０ 匹 ） に 分 け た マ ウ ス に 各 群 １ 種 の み 自 由 摂 取 さ せ 、 移 植 後 ２ ８ 日 目 に 腫 瘍 を 摘 出 し そ の
重 量 を 計 測 し た 。
　 そ の 結 果 を 図 ２ に 示 す 。 こ の 結 果 か ら 明 ら か な よ う に 本 発 明 の 健 康 食 品 （ 又 は 経 口 用 抗
腫 瘍 剤 ） は 、 何 も 混 ぜ な い 通 常 飼 料 は も ち ろ ん 、 鶏 冠 抽 出 物 の み を 混 合 し た 飼 料 よ り 優 れ
た 抗 腫 瘍 作 用 を 発 揮 す る こ と が 確 認 で き た 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 以 上 本 発 明 を 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 し た が 、 も ち ろ ん 本 発 明 は 上 記 実 施 形 態 に 限 定 さ
れ る も の で は な い 。 例 え ば 実 施 形 態 で は 竹 抽 出 物 を 得 る た め の ア ル コ ー ル 溶 液 と し て エ タ
ノ ー ル を 使 用 し た が 、 メ タ ノ ー ル 等 、 そ の 他 の ア ル コ ー ル 溶 液 で あ っ て も よ い 。 ま た 、 実
施 形 態 で は ア ル コ ー ル 濃 度 が ６ ０ ％ で あ る 含 水 ア ル コ ー ル 溶 液 を 使 用 し た が 、 量 産 化 す る
場 合 は ア ル コ ー ル 濃 度 ５ ０ ％ ～ ７ ０ ％ の 含 水 ア ル コ ー ル 溶 液 を 使 用 し て も よ い 。
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【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ７ 】
【 図 １ 】 実 験 結 果 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 図 ２ 】 実 験 結 果 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
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